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小.衰の晶質に関する研現 第 2報
窒素肥斜による蛋由貿含量の変異 (1.) 
貝 原
1.緒 雷
既に第1報に於て肥料3要素中窒素が小麦の
粗蛋白質含量に著しい影響を及ぼし、無窒素栽
場はとの含量の最も多い小愛粒を生ぜしめ、鍾
素の施用量を次第に槍せば、或る程度ま寸は反
ってとの含量を漸減せしめるが、更に多肥すれ
ばとの含量は逆に漸衣場加する傾向のあるとと
を指摘した.続いてきた年度もさをえ同一ゐ方法で
試験を反覆して、その結果を確認した。以上の
試験結果は底なしの土管を埋土した所に小賓が
栽増され牧穫された粒について得たのであるか
ら、比較的実際の圃場試験に近いものと言える
が、試料が少かった Lわ、種kの可静性蛋白質
の分布歌態を調査し得なかっtco
そとで、 1949-'回年には実地の圃場栽培にた
いて、窒素施用量の増加、更に加えて窒素地用
量が一定の場合の分肥の方法及び出穂或は開花
期の増肥などの鐘棄処理傍件の差異によよって
起る小去粒中の蛋白質の~異の実体を知ると共
に、その質を比較検討した。その結娘、出穂及
び開花期の輩素士官肥によって、興味ある結果が
得られたが、更に遁求すべき点を見出したので
現在遁加試験中であるが、 ζLにはー まや得'tt
結果を報告する。
2.賦験低料及び方法
長年同一保件で稲及び三径が輪作された当研筑
所圃場に小麦新中長を衣の傭件で栽培牧穫した
ものを試料とした。
(1)圃場僚件及び試験区の大さ 稲牧穫後牛
耕して幅4尺(谷溝の中央より戎の谷溝の中央
まで〉の南1出去を作り、 2畦生 9尺おきに区切
ったものsPち2坪を 1区とした。
(2)播種及び牧種 12月5日に 1睦に縦2僚
の4寸帽の矯講生設けて、1区当り種子0.1合
(反当3升播の割〉を播種した。そして翌年の
6月9日に牧種した。但し分析試料には試験区
の中央部より採集したものを充当した。
く3)肥帯保件及び栽培管理肥料は謹索、解
弘 遺
酸及び加重視Jとして~Ar硫酸ア Y "E:"...ア、遁燐
酸右次及び硫酸力日里を用い、窒素は分肥したが
その外Aは金量を墓胞とした。肥料の施用量及a
施用方法は究め遇ちである。
a)窒素施用量試験 試験区を第 l区より第
6区までとし、硫酸アY>e.=.アを夫AcO、123く反
当窒素i貫入 247(J支当量素2貫江、 370(反当
窒素3貫)、 494(反当窒素4貫)及び617g(反
当量紫5貫)'並に各区共遁に遁焼酸石友田7g
(反当燐酸2貫)及び硫酸加里57g(反当加旦
2貫)を施用じた。しかしで硫酸ア記号且アは
施用量の 2/5を基胞として12月15日に施し、残
りを3等分しτ1、2及び3月の夫荷10、10及
び15日に分肥した。
b)輩素分肥試験 試験区を第7区よ U第12
区までとして各区共通に硫酸アンモュア、過燐
酸石次及び硫酸加墨を夫)t370、167及び57g宛
施した。モLて窒素棋は第7区え施用量の2/3
を基肥として12月15日t亡、残りを2分して2月
1日及び3月15日に分肥じたが、第8ベ第9区
…と遺戎基肥施用量を減巴て遁肥をこ喰首し、
第四区は基肥に4/15主、残りを2分して止肥に
金量の8/15.を施すようにした。即ち第1衰の通
りである。
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倒考 ( )湖内の分量敵k匝ばz金施用劃t穿封昔する剖合を示し
而も分子除硫酸ヂYモ"'7の反当施用貰数を
援す。
【農学研究官事3ni善策，，~ 13Q-142頁 1951) (139) 
c)出穂及び開花期量素施用試験 試験区を
第13区よ b第15区まで段けて、各区共通に基肥
として 12月15日に硫酸アY"'l:-::.ナロ3g(度当
窪素1貫〉、温燐酸石1J<.167g (反当燐酸2貫)
及び硫酸カロ里 57g(反当加旦2貫〉を、叉誼肥
として 1用15日、 2月15日及び3月20日に夫k
硫酸アYモ=ア 74、74(反当輩素0.6貰)及び
5Og(反当謹素0.4貫)を施した。モレて第13区
には出穂期t亡、第14区には開花期に硫酸アシ...:-
dア49.4g(反当量素0.8貫)宛増肥じて晩期誼
肥の予備試験を行・った。
3.賦験結果
(1)小麦の生育扶況第1区の無筆棄で栽埼
・された小麦は他の区のもの陀比して出穂が213
.:trえれたが、その外の区のものは出穂開花共に
殆んど膏ーであった。しかしその後の降雨によ
っτ第 5及び第6区の小愛は倒伏しかけたので
支えをした。しかしながら乙れ等両区のものは
牧量及び1∞0粒重が甚だ低い放に粒の登稔が正
賞、水溶性、 10%食塩水可溶性、 70%アルヨー
ル可溶性及び0.2%苛性ソーグ可溶性の各蛋白
質を定量して得党結果、並にとれらから算出さ
れた glutenの粗蛋白質に対するパーセY ト、
gliadinの gluten I'C対するバー セY ト及び
gliadinと gluteninの比は第2表に示す遁
bである。
室主素施用量試験によれば、窒素摘用量の増加
による粗蛋白質合量の変異は既報の結果と殆ん
ど同様な傾向を示し売が、唯異る点は最高及
び最低の債を示す区が多少移動したとと、即ち
多肥栽培区の粒がとの含量の最も大なる債を示
し、最低値は少量施肥区のものであ・ったとと。
ある。そしてとの場骨4種可溶性蛋白質中最も
願著な変異が認められたものはgliadinであ・っ
て、無量索区のそれはかなり高い値を示Lたが、
建素の施用量を増せぽ或る程度までは反ってと
の含量を減少せしめた。更に増肥すれば逝にと
の含量は増加した。 gluteninの変異も同じ傾
向生示したが、 gliadinほど著し<..1.tかうた。
常で2まかったと考えられる。 leucosinの変異は更に少かったが、第3区の
(2)分析結果小麦粒を粉末とLて組蛋白 例外を除けばとれも前2者に並行して治づた。
第 2表 硫酸アンモzアの施用量、分肥法友(J問穂開花期
U遁肥による小麦蛋白質の変異
水向車怯 食可溶塩性水 711--ョー 苛懐ツー仰I~幽戸acI蛋聖Ud日母hE岨ず白質るの同国dinの 局、愛粒組蛋白質 蛋白質 蛋ルG可l白ia商質d事i性n ダ可荷車絵 Glllt佃 fて 【mlldln の依量 1側川G蛋lob白u質lin t蛋.il白質 衡する釦j。lu¥t!nin(話芸)畑Leucooill utenin 合
1 1指1.3 2.gH 79 1九9 2.% 98 2.~6 I ~8 ， ~匹5 1.2 0k.U 88301'7 
国。 10.2 2‘70 1. 8~ 2.19 ~.34 44 48 0.9 1.64 30.9 
施用量 3 10.5 3.03 1.84 2.19 2.17 41 50 1.0 2.ω 29.7 
試厳 4 11.0 2.7官 1.89 2.99 2.41 49 55 1.2 2.33 29.4 
5 12.8 3.00 1.92 8.30 2.95 49 53 1.1 2.02 24.8 
8 主4.2 3.27 2.27 4.02 3.14 51 56 1.8 1.88 23.8 
7 11.4 2.72 2.13 2.64 2.8日 48 48 0.9 2.48 28.4 
8 11.4 2.63 2.06 2.00 2.56 48 63 1.1 2.59 28.5 
分宮武 居肥申
9 11.3 2.63 2.16 8.01 2.42 48 56 1.2 2.68 29.2 
10 12.4 2.73 2.]6 3.47 2.62 49 57 1.3 2.57 28.9 
11 11.5 2.73 2.12 3.32 2.50 51 57 1.3 2.40 29.6 
112 1!1.7 2.74 2.27 3. ]7 3.36 52 41 1.0 2.60 31.8 
]g 13.7 2.7!3 2.18 3.82 3.69 55 61 】.0 2.24 32.1 
晩期泡 14 13.5 2.7J 2.26 3.73 3.66 55 51 1.0 2.41 31.2 
肥試段
li 11.7 2，00 2.08 2.83 3.11 60 48 0.9 2.64 32.5 
一一一一一一一 一一一 一
備考 蛋白質は Nx5.7で算出して書軽水物中のパ F セνトで表示した。
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globulin も多少変化するらしいが、その撃が
茜だ僅かたため殆んE変異がなも、とみるべきで
あろう。
吠f乞翠紫施用量が一定の場合の分肥法spち基
肥及び遁肥えの配分割合の如何陀よって粒申蛋
白質に多少の変異が認あちれた。 gpち粗蛋白質
に於て一つの例外はあるが、基肥に多ぇ温肥t亡
d;量施すよりも基肥には少え誼肥に比較的多〈
施す二むが、 ζの含量を靖加ぜいめる傾向があっ
た。とれはgliad，inlAぴgluteninの変異特に
gliadinのそれに起因するdモレてgliadinは
珪素描用量を3等分じて3回に分肥t.tc第10区
が最も高い値を示した。更に基肥を減巴てj.l:.肥
を増せば逝に gliadinは減巴て glutenfnが
者L~増加t.'k:o どの場舎にも leucosin'tlぴ
globulinの含量は殆んど変らたい樟であてう?と。
最後に出穂JAび開花期の増肥はしからざるも
のに比較.L.て gliadin及び gluteninの含量
を夫k約1.0、0.5%増加せしめたが、 leu∞sin
及び globulinの量は何れも儲か0.1%'-カ輔
えなかった。
4.考察
此上の結果から共のととが明らかに認められ
喜子。割ち、小費の貯蔵蛋白質中には輩棄の施用
僚件によって瀬箸君主変異を示すものと殆~}!変
異を示さないか或は示しても甚だ僅かなものと
がおって、前者には gliadinlAぴ glutenin
が、後者には leucosin及び globuIin~~失k
属する。縫って小麦粒中の粗蛋白質含量の変異
は主として gliadin及び glutenin量の多少
に起因すると言うととが出来る。
さて leucosin及び globulinは匪芽中に、
gliadin及びgluteninは匪乳中に夫k含まれ、
製粉の際に粉の方え移行するのは主に gliadin
及び gluteninであって、 との両蛋白質が製
パγ上重要た役割をなす。そして、バシを作る
に好誼た粉は glutenの含量が多〈、しかも
Osborneによれば gliadinの glutenに対
する割合が缶、65%であるととが要求され、
叉 Snyderによれば glutenの質は65%の
glladinと35%の gluteninからたる場合が
最も良好であるという。
以上の見地より窒素施用保件によるgliadin
及び glutenlnの変異並に蛋白質の質について
若干考察~試みよう。
無量素栽培は牧量とそ少いがw 生じた粒は
glutenの組蛋由貿に対する実IJ舎がかたり高〈、
しかも gliadinは ，glilten中55%を占め、
gliadin/gluteninは1.2であっ売。しかし、
反当費素l買を施せば、牧量は無鐙素区の主傍
に増加したが、粒中の gIuten含量を減じ、
しかも gliadinの量は glutenの48%tC低
下し、 gliadin/gluteninは 0.9と注って、
glutenの質ほ磐じ〈不良とたつ.決。更に盤素
を増して反当2貫を施した第3区は無量素区の
3傍の牧量を得たが、 gluten含量の暫しえ低
い、しかもその質は第2区ものに比し精k良化
されたが、無遺棄区のものに甚だ劣る粒を生巴
・"ko L.かしながら更陀増肥して反当3買を施せ
ば、牧量t亡於ては第3区と変らたいが、gluten
の量並に質遣と逆に向上せしめ、無重素区のもの
に匹敵する粒生産した。とれ以上の聾棄の揖用
せば粒の蛋白質のみに関して良化の傾向がある
ように認められるが、実際は枇の量を著し〈増
加せしめ、そめため牧量の球少を来たずは勿
論、澱粉蓄積の不十分な軽い粒を生じた。弘主
のとξから Pfaff(1935)の報告する如〈十分
注窒素施用が小麦の品質を向上せしめるが、少
量施肥は無肥料に比較して小麦の品質を悪愛せ
しめる。叉;直舞踊]危:輩棄の使用も牧量を減廷しめ・
るは勿輪、粒質に甚だ有害主主彫響を及ぼすとと
が認められる。
ヲたに窒棄をと反当3貫施す場合、基肥主義の施
用法より基肥量を減じて止肥に多〈施すに従っ
て glutenの量立をに質は衣第に改善され、 1・
貫宛3回に分肥した第14区の品質が最も優れて
いた。更に止肥に多肥すれば glutenのさを量
は増加するが、 gliadinは漸減するに反して
glutenin が箸しく増した。そのため gluten
中 gliadinの占める割合が甚だし〈低下して
glutenの質が不良とたった。即ち、止肥に多
量の蜜棄が施されて生育後期に肥効を現すと
gluteninの量を増す傾向が認められる。
叉出穂或は開花期のようた晩い時期に窒
素を士宮肥すれば、 しからぎる区に比して粒の
gluten含量を願著に増加せしめたが、その質
- 21- (1.1) 
は良好でなかった。 Lかし垂索。睡期漣肥の効
果は小衰の gluten含量を顕著に増加せしめる
点で興味深〈、更に施用の時期及び施用量たど
が遁求されるべきである。
ら.摘要
1.丘殺的温和にして操潤多雨の俸件下で窒
素の施用量、分肥法及び出穂開花期の追肥が軟
質小賓の品質轄に蛋白質の量的並に質的向上に
及ぼす膨響について試蹴ι抱。
2.鐘素の施用保件によって額箸主主変異を示
す蛋白質は gliadin及び gluteninであっ
τ、殆んど変化Lなl(Jものは leucosin及び
globlllin守るった。
3.基肥多量主義の施用法では適当であり且
包十分君主窒棄の施用がIj~麦の品質を向上せ・しめ
るが、少量施肥は無肥料栽培に比して粒質を悪
変せしめ、叉溢剰の鐘素も小去の品質に有害な
影響を及ぼした。
4.鐘素施用量が一定の場合、基肥多量主義
θ施用法よ b基肥量を減じ℃止胞に多〈施ずに
縫って粒の gluten は量的にも質的にも向上
し、等量宛3固に分肥すれば粒質最も良好な小
麦を生巴'k.。止胞に更に多量の謹憲を施せば、
輸の gluten含量を櫓すが、モの質は低下レ
た。
5.出穂及び開花期に輩素k施用すれば、し
からざるものによtL..て粒の glllten含量生顕著
に増加せしめたが、その質は余り良好ではなか
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